
二
十
一
世
紀
が
ス
タ
ー
ト
し
、
早

く
も
三
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。

桜
前
線
の
到
来
に
始
ま
り
、
辺
り

の
風
景
が
日
一
日
と
春
め
い
て
い
く

様
は
明
る
い
話
題
の
少
な
い
昨
今
ほ
っ

と
心
和
む
も
の
が
あ
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
社
会
を
背
景
に
医
療

情
勢
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
昨
年
の
医
療
法
の
改
正
や

Ｄ
Ｒ
Ｇ
／
Ｐ
Ｐ
Ｃ

(
診
断
群
別
包
括

支
払
い
方
式)

な
ど
病
院
経
営
を
取

り
巻
く
状
況
の
変
化
や
イ
ン
フ
ォ
ー

ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
、
情
報
開
示
や
医

療
事
故
防
止
対
策
な
ど
医
療
の
質
そ

の
も
の
が
厳
し
く
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

て
一
年
、
そ
の
運
営
上
の
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
が
、

大
き
な
制
度
と
し
て
は
順
調
な
進
捗

で
あ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

財
団
法
人
同
友
会
は
、
理
念
を

｢

二
十
四
時
間
迅
速
医
療｣

｢

専
門
性

を
持
つ
未
来
医
療｣

｢

老
人
の
包
括

医
療｣

の
三
本
柱
と
し
て
職
員
一
同
、

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

看
護
部
は
こ
の
三
月
末
で
、
尾
澤

宏
子
副
院
長

(

兼
看
護
部
長)

の
退

任
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。｢

心
暖
か
い
看

護
の
提
供｣

を
理
念
に
掲
げ
、
看
護

部
の
組
織
づ
く
り
や
職
員
教
育
、
業

務
改
善
な
ど
看
護
本
来
の
在
り
方
を

見
つ
め
質
の
高
い
看
護
の
提
供
を
と
、

そ
の
管
理
能
力
を
い
か
ん
な
く
発
揮

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
基
準
看
護
の
取

得
を
初
め
と
し
旧
病
棟
の
整
備
・
開

設
・
老
人
保
健
施
設
、
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開

設
、
新
病
院
の
設
計
・
建
設
へ
の
参

加
と
開
設
、
療
養
病
棟
の
開
設
な
ど

ま
た
外
部
で
は
神
奈
川
県
看
護
協
会

の
地
区
理
事
と
し
て
の
活
動
な
ど
八

年
間
の
業
績
は
一
言
で
は
言
い
表
わ

せ
な
い
ほ
ど
多
大
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。
職
員
一
同
、
深
い
惜
別
の
気
持

ち
と
同
時
に
そ
の
ご
尽
力
に
対
し
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
平
成
七
年
よ
り
、
老
人
保
健

施
設

藤
沢
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
副
施

設
長

(

兼
婦
長)

と
し
て
高
齢
者
ケ

ア
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
度
、

後
任
の
看
護
部
長
と
し
て
の
重
責
を

担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
前
任
者

の
意
志
を
継
承
し
な
が
ら
、
誠
意
を

も
っ
て
看
護
部
の
運
営
に
携
わ
り
た

い
と
決
意
を
新
に
し
て
い
ま
す
。

看
護
部
の
組
織
は
、
藤
沢
湘
南
台

病
院
の
外
科
病
棟

(

六
〇
床)

、
整

形
外
科
病
棟

(

六
〇
床)

、
内
科
病

棟

(

六
〇
床)

、
療
養
病
棟

(

四
〇

床)

、
外
来
、
手
術
室
の
六
看
護
単

位
と
藤
沢
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

(

一
〇
〇

床)

、
居
宅
・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
、
及
び
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
構
成
さ
れ
会
議
、
委
員
会
活
動
、

研
修
会
を
一
緒
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
疾
病
予
防
、
急
性
期
か
ら
慢
性

期
、
介
護
保
険
施
設
、
在
宅
介
護
支

援
ま
で
ど
の
状
況
、
ど
の
場
所

(

病

院
、
施
設
、
在
宅)

に
あ
っ
て
も
同

じ
レ
ベ
ル
の
看
護

(

介
護)

が
提
供

で
き
る
よ
う
各
施
設
の
連
携
を
と
り

な
が
ら
皆
様
に
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

安
心
し
て
ご
利
用
し
て
頂
け
る
よ
う

に
努
め
て
い
ま
す
。

平
成
十
三
年
度
看
護
部
は
、
理
念

を

｢

地
域
社
会
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
対

す
る
ニ
ー
ド
を
把
握
し
、
心
暖
か
い

看
護
を
提
供
す
る｣

と
し
ま
し
た
。

そ
し
て
目
標
は
①
人
権
を
尊
重
し
た

����������������看
護
部
長

西
野
由
利
子
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専
門
性
の
高
い
看
護
の
提
供
す
る
。

②
同
友
会
各
施
設
が
連
携
を
深
め
、

健
康
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
質
の
高
い

継
続
看
護
を
実
践
す
る
③
地
域
社
会

の
ニ
ー
ズ
に
そ
っ
た
施
設
整
備
の
充
実

を
図
る(

一
号
館
三
階
病
棟
の
開
設
・

運
営
、
二
号
館
の
検
診
部
門
の
開
設
、

在
宅
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築)

と
し
、

全
員
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

医
療
職
と
し
て
自
分
自
身
が
患
者

さ
ま
や
利
用
者
さ
ま
、
ご
家
族
の
皆

様
の
立
場
で
あ
っ
た
な
ら
ば
ど
の
よ

う
な
看
護

(

介
護)

を
受
け
た
い
か
、

そ
の
こ
と
を
い
つ
も
念
頭
に
お
き
な

が
ら
専
門
性
を
高
め
る
研
鑚
と
心
暖

か
い
看
護
の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
皆
様
の
率
直
な
ご
意
見

を
頂
き
な
が
ら
、
地
域
に
根
ざ
し
た

病
院
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

研 修 風 景



������
大
学
の
先
輩
医

師
が
突
然
亡
く
な

り
ま
し
た
。
原
因

は
心
筋
梗
塞
で
し

た
。
突
然
死
の
多

く
は
原
因
が
心
臓

に
あ
り
ま
す
。
心
臓
は
か
ら
だ
の
中
心
に
位

置
し
、
ポ
ン
プ
の
役
目
を
し
て
い
ま
す
。
心

筋
が
休
み
な
く
働
き
、
血
液
を
全
身
に
送
り

出
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

心
臓
を
取
り
巻
い
て
い
る
冠
動
脈
と
呼
ば
れ

る
血
管
か
ら
供
給
さ
れ
ま
す
。
こ
の
血
管
が

動
脈
硬
化
な
ど
で
狭
く
な
っ
て
し
ま
う
病
気

を
狭
心
症
、
完
全
に
閉
塞
し
て
し
ま
う
病
気

を
心
筋
梗
塞
と
い
い
ま
す
。
冠
動
脈
が
閉
塞

す
る
と
す
ぐ
に
心
筋
が
懐
死
を
起
こ
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
突
然
死
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
に
な
り
や
す
い
人
が

い
ま
す
。
喫
煙
、
糖
尿
病

(

肥
満)

、
高
血

圧
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
、
ス
ト
レ
ス
、

遺
伝
が
危
険
因
子
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
冠

動
脈
が
ど
の
程
度
狭
く
な
っ
て
い
る
か
は
心

臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
を
し
な
け
れ
ば
わ
か
り

ま
せ
ん
。
カ
テ
ー
テ
ル
は
直
径
が
1.4
ミ
リ
、

長
さ
が
一
メ
ー
ト
ル
の
細
長
い
管
で
、
こ
れ

を
冠
動
脈
の
入
り
口
ま
で
挿
入
し
、
造
影
剤

を
注
入
し
て
検
査
し
ま
す
。
検
査
の
結
果
で
、

治
療
方
法
が
異
な
り
ま
す
。
内
服
で
よ
い
の

か
、
風
船
療
法
が
必
要
か
、
バ
イ
パ
ス
手
術

が
必
要
な
の
か
、
三
通
り
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

当
院
で
は
原
則
と
し
て
、
左
の
手
首
か
ら

検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
左
の
手
首
か
ら
こ

の
検
査
を
し
て
い
る
病
院
は
世
界
的
に
も
少

な
い
の
で
す
。
左
手
首
用
の
カ
テ
ー
テ
ル
が

存
在
し
な
か
っ
た
の
で
、
新
し
く
開
発
し
て

｢

湘
南
台
型｣

と
名
前
を
つ
け
ま
し
た(

ち
ょ
っ

と
自
慢)

。
左
手
首
で
す
の
で
、
患
者
様
は

検
査
直
後
か
ら
歩
く
こ
と
が
で
き
、
右
手
で

箸
を
持
ち
食
事
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
一
泊

の
入
院
で
退
院
が
で
き
ま
す
。
私
が
以
前
勤

め
て
い
た
病
院
で
は
足
の
付
け
根
の
動
脈
か

ら
検
査
を
し
て
い
た
た
め
、
検
査
の
翌
日
ま

で
寝
た
き
り
で
、
寝
返
り
も
う
て
ず
、
腰
が

痛
く
な
り
、
一
週
間
の
入
院
が
必
要
で
し
た
。

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
の
重
篤
な
合
併
症

が
起
こ
る
確
率
は
最
近
一
万
分
の
一
程
度
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
安
心
し
て

受
け
て
い
た
だ
け
る
検
査
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

循
環
器
科
の
常
勤
医
は
三
人
だ
け
で
す
が
、

地
域
の
心
臓
病
の
患
者
様
に
最
先
端
の
医
療

を
提
供
で
き
る
よ
う
心
掛
け
、
二
十
四
時
間

体
制
で
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
を
行
い
、
心

筋
梗
塞
の
治
療
を
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
皆

様
の
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

���������������藤
沢
湘
南
台
病
院
循
環
器
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長
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ラ
イ
フ
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
は

登
録
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
も
誰
で
も
自

由
に
施
設
を
利
用
で
き
る
、｢

病
気
に
な
ら

な
い
身
体
作
り｣

を
目
指
す
健
康
増
進
施

設
で
す
。

施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
て
半
年
が
過
ぎ
、

ラ
イ
フ
で
は
利
用
者
の
方
々
を
対
象
に
毎

月
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
、
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
最
近
で
は｢

腰
痛
肩
こ
り
教
室｣

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は

｢

ス
ポ
ー

ツ
ド
ク
タ
ー
の
腰
痛
講
義｣

か
ら
始
ま
り
、

｢

正
し
い
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ｣

｢

腰
痛
肩
こ
り
体
操｣

な
ど
と

全
十
二
回
制
で
行
わ
れ
、
腰
痛
の
原
因
を

ゆ
っ
く
り
と
改
善
し
て
い
き
ま
し
た
。
実

際
に
参
加
さ
れ
た
主
婦
の
方
々
か
ら
は

｢

自
分
の
体
が
本
当
に
コ
チ
コ
チ
な
の
が

わ
か
り
毎
日
の
運
動
の
大
切
さ
が
わ
か
っ

た
。｣

｢

運
動
を
一
人
で
続
け
る
の
は
難
し

い
が
、
大
勢
で
楽
し
く
続
け
ら
れ
た
お
か

げ
で
腰
の
痛
み
も
軽
く
な
っ
た
。｣

｢

家
族

か
ら
姿
勢
が
良
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
た
。｣

な
ど
の
感
想
が
あ
り
、
皆
様
で
楽
し
く
身

体
を
動
か
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
ラ
イ
フ

で
の
水
泳
愛
好

者
が
チ
ー
ム
を

作
り
、
相
模
原

グ
リ
ー
ン
プ
ー

ル
で
行
わ
れ
た

第
五
回
神
奈
川

マ
ス
タ
ー
ズ
大

会
に
出
場
し
ま

し
た
。
半
年
前
か
ら
水
泳
を
は
じ
め
た
主

婦
の
方
は
ク
ロ
ー
ル
二
十
五�
に
出
場
し
、

見
事
自
己
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
を
記
録
。｢

大

勢
の
人
の
前
で
泳
ぐ
の
は
と
て
も
気
持
ち

が
良
か
っ
た
。
次
回
も
是
非
参
加
し
た
い

と
思
い
ま
す
。｣

と
大
会
の
翌
日
か
ら
欠

か
さ
ず
運
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

ラ
イ
フ
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
で

は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
と
と
も
に
、
ス
タ
ッ

フ
と
利
用
者
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
欠
か
さ
ず
、
楽
し
く
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
が
出
来
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

運
動
の
経
験
が
な
く
不
安
な
方
で
も
ご
安

心
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま

す
。
是
非
一

度
ご
見
学
に

い
ら
し
て
く

だ
さ
い
。

TEL.0466-46-3000 FAX.0466-46-3077
URL http://www.fj-shounandai.or.jp/life/
Ｅ-mail life@fj-shounandai.or.jp
営業時間 月～木・土 11:00～22:00

日・祝日 11:00～18:00
金 休館日

神奈川マスターズ選手権での記念撮影
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腰痛肩こり教室
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藤沢湘南台病院居宅介護支援センター

所 長 星 野 素 子

21世紀に入り少子高齢化が進む中にあって､ 公的介護保険制度開始から１年が経ちました｡ 課題は多々あ
りますが申請やサービスの利用状況などを検証すると､ 制度が着実に地域に定着してきているように実感し
ています｡
当法人では迅速医療・専門未来医療・地域包括医療を目指し､ 地域の皆様のニーズにお応えできるよう､
昨年の７月に新病院 (１号館) に急性期病棟が､ 今年度には従来の病院 (２号館) の３・４階に療養型病床
が開設しましたが､ 介護保険の申請やご相談の窓口としては病院に隣接した藤沢ケアセンターへ足を運んで
いただきご不便をおかけいたしておりました｡ ３月より居宅介護支援センターと在宅介護支援センターが２
号館 (従来の病院) １階に移転いたしました｡ 他に在宅支援部門として訪問看護ステーション・在宅包括医
療部・医療相談室が一ヶ所に集まり､ 病院の行き帰りにお立ち寄りいただき手続きやご相談ができるように
なりました｡ 各部門が連携をとり､ 個々の機能を効果的に発揮し､ 皆様によりよいサービスが提供できます
よう､ また､ 身近な相談窓口としてご利用いただけますよう心がけてまいります｡ 退院後のご相談やご家庭
での介護問題など､ どんなに些細なことでもお気軽にお立ち寄りください｡
当センターの介護支援専門員 (ケアマネージャー) は12名 (医師・看護婦・薬剤師・介護福祉士等) が登
録しており､ 常勤は４名です｡
市町村から委託された訪問調査や､ 個々のご希望に添ったケアプランを作成し給付に基づいて様々なサー
ビスをご利用いただけるよう､ ご相談に応じております｡ １年間で約350人のご依頼・ご契約をいただき､
１ヶ月に約200人のケアプランを立てさせていただいております｡

21世紀は“健康日本21”のキャンペーンのもと健康寿命を延
ばす世紀となります｡ いつまでも健康でありたいとの思いは誰
にも共通の願いではありますが､ 病気は治っても何らかの障害
が残ったり､ 加齢による体力の低下で生活に不便を感じるとき
があるのではないかと思います｡ このような時､ ご本人やご家
族も安心して生活できる居住空間を確保したり新しい生活様式
を獲得するなど､ それぞれの健康レベルにあった自分らしい生
活を実現したいと思われるのではないでしょうか｡ こんな場合
はどうしたらいいのか､ 家族だけでは介護できない､ 手摺の取
り付けや段差を解消したい､ 便利な福祉用具はないかなど､ どのような些細なことでもお気軽にご相談くだ
さい｡ 少しでも生活し易く､ ご本人もご家族も安心して生活できるようお手伝いいたしたいと思います｡

病院や訪問看護ステーション・老
人保健施設・在宅包括医療部・メディ
カルソーシャルワーカーとも連携を
とり､ 介護保険制度を活用しながら
お一人お一人を大切にし､ 公平中立
な立場で皆様のご要望に沿えるよう
活動していきたいと思います｡
どうぞよろしくお願いいたします｡
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在宅介護支援センターと居宅介護支援センターの違い
在宅介護支援センター 居宅介護支援センター

設置
基準

市町村の補助事業
中学校区に１ヶ所
相談員 (医療職又は福祉職１名)

民間の単独事業で県の指定が必要
地域の制限はない
介護支援専門員 (50人に対して１名)

対象
70歳以上の地域にお住まいの方
介護保険で非該当の方
障害手帳のある方

65歳以上で介護保険証をお持ちの方
40～65才未満の方で特定疾病に該当さ
れる方

費用 応能負担 (所得に応じて負担額決定) １割自己負担
活
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
内
容

生活支援
訪問介護
通所介護
短期入所生活介護(特別養護老人ホーム)
福祉用具貸与
配食サービス
オムツ給付
寝具乾燥

在宅サービス
訪問介護
訪問看護
訪問入浴
訪問リハビリテーション
通所介護
通所リハビリテーション
短期入所生活介護(特別養護老人ホーム)
短期入所療養介護(老人保健施設)

(療養型医療施設等)
福祉用具貸与
痴呆対応型共同生活介護

活用
方法

活用の可否は市町村が判断する
サービス事業者は市町村が指定

介護度に応じた給付の範囲でケアプラ
ンをたて､ サービスを利用する
サービス事業者を選ぶことができる

地域のインフォーマルなサービスの紹介をしながら､ プランを充実
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受付時間
月曜日～金曜日 午前 ８:30～11:00 (診療開始 9:00～)

午後 12:00～３:00 (診療開始 1:30～)
土曜日 午前 ８:30～12:00 (診療開始 9:00～)

◆土曜日午後､ 日曜､ 祝祭日､ 年末年始は休診です｡
面会時間
月曜日～金曜日 午後 ３:00～７:00

土曜日 ２:00～７:00
日曜日 午前 10:00～５:00
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藤沢湘南
台病院発

長後駅
西口着 蓮光寺着 綾南会館前着

綾南会
館前発 蓮光寺発 長後駅西口発

藤沢湘南
台病院着� �� �� �� �� � �� �� �� ��� �� �� �� ��� �� ���� �� �� ���� ������ �� �� �� ���� �� �� ������ �� �� ���� �� ���� �� �� ��
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藤沢湘南
台病院発

児童公
園前着

いちょう
団 地 着

集会場
前 着

集会場
前 発

いちょう
団 地 発

児童公
園前発

藤沢湘南
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内田 豊
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